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児童教本作家 としてのマー セ ッ トとその相互影響
一「会話教本」の模倣 と類似

吉 野 成 美

要旨 本稿では,対 話教本作家としてのジェイン・マーセットがその会話教本シリーズをて

がけるにあたって影響を受けたと思われる,先 達の教本作家マライア ・エ ッジワースの教育

論や,エ イキンとバーボール ドの 『家庭の夕べ』を検証し,マ ーセットの教本との関連性を

論 じている。そして,19世 紀の英国におけるマーセットの教育者としての相対的立場を明ら

かにしたうえで,彼 女が確立した教本スタイルが後にどのように後続の科学教本作家に模倣

されたかを考察する。
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Abstract This paper mainly examines the process by which Jane Marcet estab-

lished in her textbooks' popular style of Conversations, which seems to be influenced 

by the works of her predecessors, such as Edgeworth, Aikin, and Barbauld. By 

placing her among those educational authors, this paper will show how Marcet's 

Conversations became a dominant trend for science textbooks' styles during the next 

generation of the nineteenth century, thus allowing her followers to mimic her 

form.
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19世 紀 前半,『 化学対話』(Coη γεr3α'∫oη30ηC舵〃2∫3〃γ1806)(1)を は じめと し,以 降30冊

近 くに及ぶ教本類を執筆 し,教 本作 家 として一躍 有名 にな った ジェイ ン・マーセ ッ ト(1769

-1858)
。 その明快で系統だ った教本 内容 は,各 学術分野 において研究対象 と して取 り上 げ

られ る一方で,彼 女の築 いた 「親 しみやす い」対話形式の教本 スタイル もまた,19世 紀 に

おける英国 の大 衆 および児童教育 史の流 れの 中で,大 きな役割 を果た した こと も否 あな

い。大衆教育発展の歴史的潮流 において,彼 女の教本類 はどの ように位置づ けられ るのだ

ろうか。本稿で は,マ ーセ ッ トの処女作 「化学対話』の発表 よ り前 に出版 された子供向 け

教本や教育論の うち,マ ーセ ッ トが影響を受 けたことが顕著で あるマ ライア ・エ ッジワー

ス(1768-1849)の 著 作を数編 と,そ のエ ッジ ワース 自身 が 自著 で言及 してい る,18世 紀

末 にイギ リスの児童教育 に影響を与え たジ ョン ・エ イキンとアンナ ・バー ボール ドの教本

「家庭 の夕べ』を取 り上 げなが ら,19世 紀 英国 におけるマーセ ッ トの教育者 と しての相対的

立場や彼女が確立 した教本 スタイル,そ して その後続への影響 につ いて論 じて いる。

マーセ ッ トの後継者 とと らえ られ るマル ティノーが,マ ーセ ッ トの 「経済学対話』(Coη 一

vεκ8α'∫oη30η∫b1'"cα1Ecoηo〃2%1816)を 実 姉 か ら借 りて読 み,「 これな ら私 はすで に実践

して いる」 と考え,自 らの本の 出版を決意 したというの は,マ ーセ ッ トとマル ティノー双

方 に関す る これまでの研究の 中で繰 り返 し言及 されて きた有名 な逸話 であ る(2)。マ ルテ ィ

ノーにマーセ ッ トという先達者が いたので あれ ば,マ ーセ ッ ト自身 にもまた,教 本を 出版

す るにあ た って,参 照 し,拠 りどころ と した先達 者や先 行文献 はなか ったの だろ うか。

マーセ ッ トに関す る唯一一の伝記で ある 『た ぐい稀な る女性』(肋 翫co〃2〃20η〃b〃!αη,1993)

に お いて,著 者の ポー キングホー ンは,マ ーセ ッ トの最初の教本 「化学対話』の 出版 に先

立 ち,彼 女が化学者 と して 当時英国王立学院の講師で あったハ ンフ リー ・デ イヴィスの講

義 を聴講 して いたことや,種 痘で一躍有名 にな ったジェンナー との交友,そ して,医 者 と

して化学者 と して研鐙 を積んで いた夫 ア レキサ ンダーの論文 を査読 して いたエ ピソー ドを

挙 げて いる(3>。また,「 経済学対話』執筆 の際には,マ ルサ スや リカー ドゥか らの助言をか

な り受 けて いた史実 は,前 述の伝記以外 にも広 く一般的 に言及がな されて いるところで あ

る。

(1)本 稿では,扱 う題材の性質上,一 次資料の書名を明記する際には初出の時点で翻訳名だけでな

く英語による原作名と出版年をカッコ内に記している。出版年に際しては,他 の一次資料との歴

史的な時間の相対的前後関係を明らかにするという目的のために,な るべ く初版の出版年を記す

ことにしている。ただ し,『家庭の夕べ」に関しては,初 版の出版年は1793-5年 であるが,筆 者

の参照した版は1807年 の ものであったため,本 文中では初版年を記した上で,末 尾の参考資料に

おいては実際に参照した版の出版年を記している。

(2)Martineau,105-6.

(3)Polkinghorn(1993),18.
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この ように,教 本の専門的 内容 自体 につ いて,マ ーセ ッ トの傾倒 した学者や文献の関連

性 はこれ まで十分な指摘がな されて きて はいるものの,そ れ はあ くまで も学術的 ジャンル

内に限定 されて きた。 そ して,だ か らこそ,た とえ ば経済学 というジャンルの 中で,マ ー

セ ッ トの経済学大衆化 に貢献 したという役割 は先達者が いな いという意味 にお いて特別視

され,パ イオニ ア的存在 と して扱われ,評 価 されて きたので あった。 しか しなが ら,彼 女

が 『経済学対話』 と他二冊 における経済学教本 において試み た大衆化への糸 口は,そ の 内

容 よ りは対象読者の設定や語 りの演 出な ど,手 法 にあったと言 って よいで あろう。 という

の も 『経済学対話』の成功の前 にはデ ビュー作 と しての 『化学対話』が存在 し,こ の二冊

に関 して は形式 その他 において まった く同 じといって よいつ くりとな って いるので ある。

以上の点 をふ まえ た上で,本 論で特 に問題 にすべ きなの は,マ ーセ ッ トのすべての著書

が,学 問 ジ ャンルの如何 に関わ らず 「教本」 と して一般大衆や児童を対象読者 と して いる

事実 において,そ の教育観や教本の スタイルの あ り方 をめ ぐって,彼 女 自身が思想的,も

しくは手法的 に模倣の対象 と して意識 した人物や作品 はなか ったのだ ろうか,と いう点で

ある。 そ して,残 念な ことに,こ の問題 に関 して はこれ までの ところ,マ ーセ ッ ト研究 に

おいて論 じられて きたことはなか ったので ある。 この ことの原因の一部 と して,他 の多 く

の作家が残 して いるような 自叙伝や書簡集が公 には存在 しな いマーセ ッ トに関 して,彼 女

自身の読書歴や交友歴を直接的 には知 ることがで きな いという事情が挙 げられ るだ ろう。

我 々は,マ ーセ ッ トが 自身の教本で記 した数名の実在す る学者や著述家た ちの うち,大 衆

教育 に関心 を示 して いた人物を絞 り込み,そ こか らマーセ ッ トの教本 スタイルの源を探 る

ことで しか,こ の問題 に答え ることはで きな いので はな いだ ろうか。

そこで注 目す るべ きなのが 『経済学対話』の序章の部分 において,こ れか ら経済学を学

ぼうと して いる生徒 キャロラインの問 いか けに対 してな され る,マ ーセ ッ トの分身 ともい

え るB夫 人の回答で ある。

キャロライン

先生はもちろん,子 供に経済学を教えたりはなさらないで しょう?

B夫 人

私が望むの は,子 供 たちが学 ばな いことがな い くらいに,そ の母親た ちが十分 に知

識 を持 って いるということです。 そ して,も し,エ ッジワー スが 「サ クランボの果

樹園」の話の 中で実践 して いるような経済学の講義を母親た ちが行え るというので
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あれ ば,こ の話の 内容 は子供の理解力 を超えて いるとは母親た ちは思わな いだ ろう

ということですq)。

B夫 人 によ って,「 子供 の理 解力を超 えて」 いない経済学 の講義 と して評価 されてい る

「サ クラ ンボの果樹 園」は,エ ッジワー スによって発表 され た数多 く存在す る子供向 け教訓

話の うちの一つで ある。エ ッジワース自身 は,そ の作品が マーセ ッ トによって 「経済学対

話』で紹介 され ることにな る1816年 に はすで に英国 における小説家,著 述家,そ して教育

論者 と しての確固 たる地位を築 いて いた。 マーセ ッ トと年齢的 にはほんの1歳 しか変わ ら

な いが,精 力的な文筆活動を行 う女性 という立場 において,エ ッジワー スはマーセ ッ トに

とって学問の専門領域を超え たところでの先達 とも呼べ る人物で あった と推測で きる。

エ ッジワースとマーセ ッ トはその生 まれ育 った環境や境遇 に多 くの共通点を見 いだす こ

とがで きる。 ともに長女 と して裕福かつ教養の ある家庭 に生 まれ,生 みの母親を若 くして

な くした。女性で あるが ゆえ に家名を継承で きな いまで も,教 育熱心で思想的 に りベ ラル

な父親の はか らいによって,当 時 と して は珍 しく男兄弟 たちと同 じ教育を受 けることがで

きた。 また,長 女で あったことか ら,早 逝 した母親 にかわ って弟や妹の教育 にも力を注 い

だ点 も同 じであ る(5)。エ ッジワー スは父親 で教育論者 の ロヴェルの助手 をつ とめなが ら彼

と共著 で1798年,『 実践 的教育』(Pアαc"cα1E4〃cα'∫oη)と い う教育論 を発表 し,そ の成功

によって,文 筆家 と して名前が知 られ るようにな った。 マーセ ッ トもまた,母 親の早逝を

うけ,銀 行家で ある父親の開 く社交パ ーティーで知識人を もてなす女主人 と しての役割を

果 たす ことで,家 の中 にいなが ら,当 時の最先端 の学術情報 を欲 しいままにできる とい う,

恵 まれ た環境 に身を置 いて いたので あった。エ ッジワース家 とは異な り,学 術 には無縁で

あった父で はあるが,そ の父の紹介で知 り合 い,後 に結婚す ることにな る医師で あ り化学

者の ア レキサ ンダーが良 き相談相手 とな って,マ ーセ ッ トもまた,エ ッジワー スの作家デ

ビューか らおよそ10年 後,教 本作家 とな った。 出版 当初 は著者の名前を明か さず,版 を重

ね た後 にようや く公表す るや り方 も,二 人 に共通 して いる点で ある。マル ティノーがマー

セ ッ トの妹的存在で あるとす るな らば,エ ッジワースはマーセ ッ トにとって 「姉」の よう

な存在で あったといえ るか も しれな い。 ただ し,自 活の ために売れ る本を書 く必要 に迫 ら

れて いたマル ティノーに比べ,エ ッジワースとマーセ ッ トの家庭 はともに生活 に困 らな い

資産家で あ り,知 的で華やかな社交活動 に勤 しめる恵 まれ た環境 に身を置 いて いた ことも

(4)Marcet(1816),12。

(5)た だ し,エ ッジ ワー ス の 場 合,父 親 の ロ ヴ ェル は 最 初 の 妻(マ ライ ア の 実 母)を 亡 く した 後,

3度 再 婚 し,24人 の 子 供 に恵 まれ た 。
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あ って,さ らに近 しい関係 で あ った。 エ ッジ ワー スの書 簡集 には,彼 女 がたび たびマー

セ ッ ト家 に招かれ たことや,マ ーセ ッ ト自身がエ ッジワースの邸宅を訪れた ことな どが記

されて いる。

実際,「 経 済学対話』 の冒頭 にお けるマーセ ッ トのエ ッジワースへの言及 は,彼 女 が教

本 内における学問 内容 に関 して その参照 をあ らか じめことわ って いる他の(男 性)学 識者

に対す る描写 に比べて敬意の差 こそな いものの,よ り親密で くだ けた調子で あることが う

か がえ る。た とえば,マ ーセ ッ トは作 品の序章 で アダ ム ・ス ミスを筆頭 にセ イ,リ カー

ドゥ,マ ルサ ス,シ スモンディ らに対 して著者 自身の 口か ら謝辞を述べて いるの に対 し,

エ ッジワースへの言及 は経済学 という大変な勉学を始 めることに躊躇す るキ ャロラインを

安心 させ,励 ますため に,B夫 人 を通 して,彼 女の教本な ら理解で きるように書 いて あるこ

とを説明 して いるので ある。 しか もこの とき,キ ャロライ ンはマーセ ッ ト自身が謝辞で言

及 した 「アダム ・ス ミス博士」の理論 を自分が理解で きな いか も しれな いことをB夫 人 に

打 ち明けた後で あった。「アダ ム ・ス ミス」 とい う名前 は敷居 が高す ぎるよ うに思 え るか

も しれな いが,表 現の方法 さえ工夫 をすれ ば,理 論 を理解で きるようにな るということこ

そ,マ ーセ ッ トが経済学の教本を書 き始 めるの にあた り,自 身の使命 と して とらえて いた

ことで はなか ったか。 この箇所 は,マ ーセ ッ ト自身,エ ッジワー スの手法か ら大 いに学ん

で いたので はな いか と思わせ る言及で ある。

エ ッジワースとマーセ ッ トの直接の 出会 いの始 ま りは,エ ッジワー スの妹が酸を過剰 に

体 内に取 りこみ,危 険な状態 にな った際 に,マ ーセ ッ トの 『化学対話』 に書かれて いた,

酸 の解毒方法 を紹介 した箇所を,そ の場 にいた誰かが思 い出 して実践 し,妹 の命が救われ

たときにまで さかの ぼる。 この逸話を 自身のエ ッセ イで発表 して いるE.V.ア ー ムス トロ

ングによれ ば,実 妹 が回復 した ことについて,当 時 まだ匿名での発表であ った 「化学対話』

の著者 に謝意 を伝 え るたあ にエ ッジワー スが出版社 に問い合 わせた とい うことで あ るか

ら,二 人 が知 己の関係 にな ったのは,早 くとも 『化学対 話』 出版 の後 とい うこ とにな ろ

う(6)。そ して,そ の後 の二人 の接点 を考 える うえで 目安 とな る もう一つ のエ ピソー ドが,

ポ ーキ ングホー ンの指摘 にある,「 経済学対話』の出版 にあた り,エ ッジワー スの父 ロヴェ

ルが,生 徒役の キャロラインを男子学生 に変え るべ きだ と助言を したが,マ ーセ ッ トは譲

らなか った とい う逸話であ る(7)。これ ら二 つの逸 話が両方 と も正 しい とす るな らば,エ ッ

ジワース とマーセ ッ トの関係 は 「化学対話』 の初 版発表後,『 経 済学対話』 の初版発 行前

(6)Armstrong,55-56.
(7)Pokinghorn(1995),80.
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まで(す なわち1806年 から1816年 の間)に 築かれたと推測される(8)。またさらに別の言い

方をするならば,「経済学対話』の冒頭でエッジワースの 「サクランボの果樹園」に言及

した時点で,マ ーセ ットはエ ッジワースも想定読者の一人として十分意識 した上で,後 続

者の立場か ら彼女に敬意を払う一方,彼 女の作品とは異なる自身のオ リジナリティを発揮

しようとする気概をもちあわせていたということになる。

「サクランボの果樹園」は,小 学校の子供たちを主人公にした教訓話であるが,マ ーセ ッ

トがエ ッジワースの数多 くある作品の中で特にこの作品に言及 しているのは,言 うまでも

な く,こ の話の最終部分で,小 学生たちが従事する帽子用のわ らを編む作業における 「分

業」体制の描写が存在するか らである。物語の大筋は,協 調性に著 しく欠け,利 己心ばか

りが際立つ男子生徒オーウェンが,果 樹園に生っているサクランボを買うためのお小遣い

稼ぎにわ らを一人で編もうとするものの,彼 をのぞ く子供たちで結成された集団による分

業体制に,仕 事の速度と質の両方で敗北 し,初 めて自身の身勝手さを思い知って仲間と調

和 していくことを学ぶという,き わめて道徳的な内容にまとまっている。子供たちによる

手際よい分業体制の仕事ぶ りとはどういうものだったのか。以下にその箇所を引用 してみ

よう。

一人が麦わ らを取 り出 し
,別 の一一人が ち ょうど良 い長 さに切 りそ ろえた。 また別の一

人が そのわ らを選 り分 け,束 に して おいた。別の誰かが今度 はその束を平 らに し,ま

た別の子が(こ の子 は最年少の少女だ ったので,他 に何 もで きなか ったた めに)わ ら

を編んで いる者 たちの ためにわ らを用意 して持 って いた。編み終わ ったわ らのギザギ

ザ にな った端を切 りそろえ る者が いて,ま た別の者が熱 いアイロンをか けた。 また別

の者が編 まれ たわ らを縫 い合わせ た。全員が[オ ー ウェン]の で きる最高で最速の仕

事 をこな して いた。誰 も一つの工程か ら別の工程へ移 るの に時間を無駄 にす ることは

なか った し,必 要な ものを探す こともなか った(9)。

(8)エ ッ ジ ワー スの 書 簡 集 で は,1809年6月 に 初 め て マ ー セ ッ トに 関 す る言 及 が み られ る。 エ ッ ジ

ワー スが 慕 って い た 叔 母 の ラ ク ス トン夫 人 に 宛 て た手 紙 の 中 で,「 ポ ー ラ ン ド氏 が バ ー ボ ー ル ド

夫 妻 と マ ー セ ッ ト夫 人 につ い て私 た ちに 教 え て くれ た」 と書 い て い て,さ らに,「 マ ー セ ッ ト夫

人 は 『化 学 対 話 』 の著 者 」 で あ り,「 彼 の 説 明 に よ れ ば 魅 力 的 な方 で あ る そ うだ」 と,マ ー セ ッ

トの こ とを 紹 介 して い る。 こ の文 面 か ら推 測 す る 限 りで は,こ の時 点 で は ま だ エ ッ ジ ワ ー ス と

マ ー セ ッ トは 出 会 って い な い よ うで あ る(Z加 五施 侃4五 θ舵r3qプMαr∫ αE4gθwo肋,vol。1,93)。

この 次 に エ ッ ジ ワー スの 書 簡 にマ ー セ ッ トが 登 場 す るの は1820年 の8月5日 付 の ラ クス トン夫 人

に宛 て た 手 紙 の 中で,エ ッ ジ ワー ス は ジ ュネ ー ブの モ ア リエ 邸 に て マ ー セ ッ ト夫 妻 を 含 め た 数 名

と と もに 食 事 を 楽 しん で い る(lbid.,171)。

(9)Edgeworth(1795),256.
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「サ クラ ンボの果樹 園」につ いては,エ ッジワー スをマーセ ッ トとマル ティノーの先達者 と

して と らえて いるヘ ンダーソ ンが その著書 「文学 と しての経済学』(1995)に お いて,マ ー

セ ッ トが 『経済学対話』 内でエ ッジワー スの この作品 に言及 されて いる点 にもふれつつ,

こ の作 品の詳細 を分析 して いる㈹。 その中で彼 は,エ ッジワー スが この作 品において問題

に して いるの は,人 の 「経済」的な営み というよ りはむ しろ 「社会」的な関係で あ り,人

が集 まって協力す ることの必要性で あったと指摘 して いる。 そ して実際,ヘ ンダー ソンの

論 を持 ち出す まで もな く,本 作品を読 めば,こ の物語の主題が,人 が分業体制で生産 に従

事す ることの経済的効率の有効性を礼賛 したもので は決 してな いことは明 らかで,果 た し

て この物語が 「経済」を主題 と して,も しくは副主題 と して さえ も扱 って いたのか さえ実

際 の ところ不透 明で あ る印象 を受 ける ことは否 めな い。 とい うの も,前 述 の引用部分 で

オ ーウェ ンを除 く子供 たち全員が分業体制で効率良 く麦わ らを編んで い く過程が示 された

直後,エ ッジワー スの語 りは,そ れ と対照的なオー ウェンの様子を以下の ように描写す る

ので ある。

その反対 に,オ ーウェ ンは,必 要な ものを探すの に多 くの時間がかか って いた。彼が

わ らを編む横で次のわ らを持 って くれ る人 はいなか った。だか ら彼 は仕方な く自分で

次のわ らを取 りに行かな くて はいけなか ったのだ。 そ して彼のわ らは選 り分 けられた

束 にな って はいなか った。風が吹 いてわ らは飛んで いった。そのわ らを追 い掛 けまわ

すの に少な くとも半時間 くらいはかか った。 それだ けで はなか った。編んだわ らの端

のギザギザ部分を切 って くれ る友達 はいなか った。編んだわ らを縫 い合わせて くれ る

人 もいなか った。オ ーウェンはわ らを編むの は速か ったが,縫 うの はそ うで もなか っ

た。 この手の仕事 には慣れて いなか ったのだ。彼 はマ リアンヌが この仕事を 自分のた

めに して くれ た ら良 いの にと強 く願 った。針 に糸 を通すの に15分 ま るまる費や した こ

ともあった。 その針穴 は本 当に小 さか ったのだ。 その後,彼 はまた別の15分 間,も っ

と大 きい針穴の針 を探す ことに費や した。だが,つ いにそれ は見つか らなか った。誰

⑩Henderson,21-41.多 くの マ ー セ ッ ト研 究家 が マ ー セ ッ トを 女性 著 述 家 の 中 で は 経 済 学 大 衆 化

に貢 献 した 最 初 の 人 物 で あ る と い う前 提 で 論 を 進 め て い るの に対 し,ヘ ン ダー ソ ンの 論 の ユ ニ ー

クな と こ ろ は,経 済 学 大 衆 化 の 歴 史 の 流 れ の 中 で,マ ー セ ッ トの 先 達 者 と して エ ッ ジ ワー ス を 位

置 づ けて い る点 で あ ろ う。 そ して,ヘ ンダ ー ソ ンは,マ ー セ ッ トとマ ル テ ィ ノー の 二 人 の う ち,

エ ッジ ワー スの ス トー リー ・ライ テ ィ ン グの 影 響 を 受 けた の はマ ル テ ィ ノー の ほ うで あ った と結

論 付 けて い る。 手 掛 けた 教 本 の ジ ャ ンル を 経 済 学 の み に限 定 した 場 合,確 か にヘ ンダ ー ソ ンの 主

張 は 理 に か な って い る とい え る。 だ が,エ ッ ジ ワー ス とマ ー セ ッ トは と も に理 性 的 な 学 問 と して

の 「科 学 」 の 教 育 に関 心 を 示 し,前 者 は そ の 方 法 を 理 論 化 し,後 者 は そ の 方 法 論 を 応 用 して 実 際

に教 本 を 著 した 。 エ ッ ジ ワー ス とマ ー セ ッ トの 二 人 は,経 済 学 の 域 を 超 え た と こ ろで 強 固 につ な

が って い た と考 え られ る。
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も彼 に貸 してや ろうとも言 って くれなか った(11)。

オ ーウェ ンの作業が遅 々と して進 まな いの は,す べての工程 を一人で こな して いるか らで

あるこ とは もちろんであ るが,こ の箇所 において,彼 の 「一人」 であ る状態 は,「 一人 分

の労働力」 という単な る数的 「単独」 を表す以上 に,彼 の社会的 「孤独」を強調す る役割

を果 た してい る。そ してその 「孤 独」 は,「 彼 のため に～ して くれ る人 はいなか った」 と

い う表現の繰 り返 しで さらに深 ま って い く印象 を読者 に与 えて いる。文脈 的状況 にお い

て,こ こで欠 けて いるの は,わ らを効率 よ く編む ための純粋な 「労働力」で はな く,オ ー

ウェ ンに手 を差 し伸べて くれ る誰かの 「心が け」なのだ。彼が グルー プ内の リー ダー的存

在で あるマ リアンヌに帽子の縫 い合わせを引 き受 けて ほ しいと思 う時,そ れ はオー ウェン

が縫 い物 を苦手 と して いるか らという物理的な理 由以上 に,結 束す るグルー プか らその代

表者,す なわ ち象徴で あるマ リアンヌを引 き寄せ たいという精神的な気持 ちの表れで はな

いの だろうか。だか らこそ,そ の直後で,オ ーウェ ンが よ り大 きい針穴のつ いた針を探 し

求 めてい る際 に,「 誰 も彼 に貸 して やろ うとも言 わなか った」 と続 くと,そ れ はなお さら

非情 なもの と してオ ーウェ ンにも,ま た,物 語の外側 にいる読者 にもうつ るので ある(も

ちろん,こ こでの 「非情」 はオー ウェンの 自業 自得で あることは疑 いようもな いので ある

が)。 明 らかに,針 の貸 し借 りはシステム化 された分業体制 とは無縁 の事柄 であ り,こ の物

語が ただス ミスの分業 につ いて説明す ることを 目的 と して書かれたので あれ ば,ま った く

必要のな い記述で あったことは間違 いな いだ ろう。

こう してみ ると,「 サクラ ンボの果樹 園」が経済学の教科書 と しての有効性を読み込んで

いるの はこの物語の作者エ ッジワースで はな く,読 者 と してのマーセ ッ トの ほうで あると

と らえ るべ きなのか も しれな い。 マーセ ッ トはエ ッジワー スへの言及の直後,も う一つの

例 と して ミダスが登場す るギ リシャ神話 にも言及 して いる。

B夫 人

……子供たちにはミダス王の話を聞かせても良いかもしれないですね。触れるもの

すべてを黄金に変えて しまう王の話です。

キャロライン

あれが経済学のお話ですって? 先生こそ,触 れるものすべてをその学問に変えて

(IDEdgeworth(1801),256-7.
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しまう技 をお持 ちだ と私 は思 いますわ。

B夫 人

それは技ではな くて,物 事の本質です。 ミダス王の物語は,黄 金は,そ のものが富

を形成 しているのではな く,こ の世における生産物のうち,ど れだけ必要とされる

かその度合いに応 じて支払われるための手段であるという意味において価値がある

のだということを教えて くれているのです⑫。

この一節か らわか ることと して,マ ーセ ッ トは,経 済学を学ぶため にうってつ けの 「物語」

が存在す るというよ りはむ しろ,解 釈の方法 によって,誰 で も知 って いるような あ りふれ

た物語 に経済学を読み込む ことが可能で あると考えて いたようで ある。そ して,そ の具体

的な解釈方法 を教え ることが,マ ーセ ッ トにとっての教本 を執筆す ることの主要 目的で も

あった。 だか らこそ,「 経 済学対話』で は,分 業体 制 につ いて,あ るい は貨幣 について,

既 存の物語や神話 を引 き合 いに出 して説明す ることはあって も,エ ッジワー スが書 いた よ

うな物語 その ものが,教 本 内で,た とえ ばB夫 人の語 りを通 して披露 され る,と いうよう

な ことは起 こ らな いので ある⑱。

マーセ ッ トがエ ッジワースか ら受 けた影響 は,「 サクラ ンボの果樹 園」の ような個 々の教

訓物語の 内容 よ りはむ しろ,エ ッジワー スの教育論で主張 され る,効 果的な教育手法や,

教 本の体裁や表現で あったので はな いだ ろうか。 たとえ ば,マ ーセ ッ トの 「化学対話』か

ら数編 を抜粋 して2006年 に刊行 され た 「教室の化学講義一1806年 』 の序文の 中で,編 者で

あるヘ イゼル ・ロソ ッティは,マ ーセ ッ トが 自身の本を 出版す る以前 に科学の分野で影響

を受 けたか もしれな い作家や教本を紹介す る くだ りで,次 の ように指摘 して いる。

1782年 の 母の死後20年 余 りが たってか らマーセ ッ トは 「自然科学対話』(Coηγeπ3α'10η3

0η翫 〃曜α1P痂1030p勿)を 書 いていたが,そ の とき彼 女は,マ ライア ・エ ッジワー ス

が,女 性の教育 に賛成か反対かで議論す る二人の男性の会話を書 いて いた ことを知 っ

て いたか も しれなか ったω。

ωMarcet(1816),12-13.

⑱ マ ー セ ッ ト自身 が 物 語 の 中 に経 済 学 の テ ー マ を 取 り込 む 手 法 を 用 い るの は,『 化 学 対 話 」や 『経

済 学 対 話 」 を 代 表 とす る 「対 話 教 本 シ リー ズ 」 が 出 た 後,作 風 変 化 の 兆 しが 見 られ た1830年 以 降

に書 か れ た 『経 済 学 に 対 す る ジ ョ ン ・ホ プ キ ンズ の見 解 」(1833)の 前 半 部 分 にお い て の み で あ

る。 な お,こ の 作 品 は本 論 に お いて 以 後 『ジ ョン ・ホ プキ ンズ 』 と記 す 。

ωRossotti,xvii.
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ロソ ッティが ここで言及 して いるエ ッジワー スの作品 とは1795年 に 出版 された 『学問を志

す女性の ための書簡集』(蝕'θ π3面r甜 θアαび 五α読θ3)で あ る。 この教育論 の冒頭部分 では,

マ ライアの父 ロヴェル と彼の友人で ある トマス ・デイが科学 と哲学の分野 にお ける女性の

教育 に関 して賛否を議論 し,そ の後,今 度 はジュ リアとキャロラインという二人の女性が

書簡形式で この議論の詳細 を論 じる形式 とな って いる。「キ ャロライ ン」という登場人物の

名前が その後の マーセ ッ トの対話教本 におけるもっとも重要な人物の一人を想起 させ るこ

とか ら考えて も,こ こでの ロソッテ ィの指摘 はま った く根拠 がない とは言 えないだろ う⑮。

そ して,こ の ロソ ッティの推測が正 しいとす るな らば,マ ーセ ッ トは,エ ッジワー スと個

人的 に知 り合 うよ りも前 に,彼 女の著書か らすで に影響を受 けて いた ということにな る。

また,さ らに付け足 して言 うな らば,『 学 問を志 す女性 のための書簡集』を マーセ ッ トが

読んで いた可能性が あるので あれ ば,こ の本の 出版か ら3年 後 に発表 されたエ ッジワー ス

の 『実践 的教育 』(父 親 の ロヴェル との共著)は,そ の内容 の充実度 や出版後 の知名 度か

ら考えて,マ ーセ ッ トの 目にとま らな いとは考え に くい。

ここで,マ ーセ ッ トが 自身の執筆活動 を開始す る前 にエ ッジワー スの代表作で ある 『実

践的教育』 を読んで いたか どうかを考察す るにあたって,も う一つの興味深 い文献が存在

してい る点 に も注 目して おきたい。それ は,『 科学対話』(3dε η峨oD∫ α10g〃ε3)と い う表

題の教本で,マ ーセ ッ ト自身が 自著 『化学対話』の初版序文 において言及 して いる。以下

にその引用 を抜粋す るが,こ こで は架空の第三者が この著者(マ ーセ ッ ト)の 代筆を して

いる体 裁 を とってお り,抜 粋 中 にある 「著者」 とは 『化学 対話』の執筆 者す なわ ちマー

セ ッ ト本人 を指 して いる。

[「化学対話』]は,そ の最初の部分か ら,読 者のみなさんに自然科学の予備知識があ

ることが前提となっていることがわかるだろう。また実際,そ うであることは大変望

ましい。著者のもともとの意図としては,こ の本を小冊子形式で始め,こ の本と同じ

ような計画でその分野の科学における基本原理を説明するつもりであった。著者はそ

のアイデアを採用 しないことにしたのだが,原 稿自体は出来上がっていて,将 来的に

は出版される可能性もあった。 しか しなが ら,今 となってはそれもな くなって しまっ

た。というのも,最 近になって,そ れと似た記述内容の初級者向けの本で 「科学対話』

⑮ ロソッティはまた,マ ーセットが幼い弟妹に勉学を教える必要性から,教 育関係の本として例

えば 『家庭の夕べ』(Evε伽g3α'Ho耀)な どを読んでいたであろうと指摘 している(xvii)。 こ

の点に関しては本論の後半部分で考察する。
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と いう表題の作品が著者 に紹介 され たのだ った。 これ を精読 してみれ ば,大 変 よ くで

きた本で あ り,意 図 され た 目的に こたえ るように うま く計算 され てい る内容 であ っ

た(1④。

このようにマーセ ットが 『化学対話』序文 において断り書 きをしている 『科学対話』とは,

ジェレミア ・ジョイス牧師によって1805年 に初版が出版された科学に関する教本集である

が,そ の中の登場人物には,① 父親と二人の子供たちのセ ットと,② 個人教授と二人の男

子児童という設定の二種類が巻によって存在 し,い ずれの場合も,科 学に関する知識を会

話の中で深めていくことを意図 して書かれたものである。会話形式であることに加え,話

し手の構成(二 人の子供と一一人の個人教授)に ジェンダーの違いこそあれ,そ れ以外は,

後にマーセットが出版することになる対話教本シリーズと酷似 している点は重要である。

マーセットが自著の序文で断 りを入れていなければ,彼 女の教本類は完全にジョイスの著

した 「科学対話』の類似本や模倣本としての扱いに甘ん じな くてはならなかったかもしれ

なかった(実 際マーセ ットが 『自然科学対話』の下書きを書いたのは1802年 頃で,ジ ョイ

ス牧師の 「科学対話』出版より3年 前であった)。 しか し,マ ーセットとジョイスが同時

期に同じような対話形式を用いて教本を書いたことは単なる偶然ではないことが,ジ ョイ

スの教本内で言及 されているエ ッジワース作品の引用に推 し量 ることができるだろう。

ジョイスはその 「科学対話』のタイ トルページの下方に,当 時としては出版されて数年 し

か経っていなかった,エ ッジワース父娘著の 『実践的教育』からの一一文を引用 し,彼 自身,

エ ッジワースの主張する 「対話形式」が引き出す教育的効果を確信 していることを強調 し

ていたのである。

言葉の意味 を説明す る習慣 とあ りふれ た家庭 内の手段で あるという意味 にお いて,会

話(conversations)は 子 供た ちに とって,科 学を習得す るため に心の準備 をす るの

に確実で効果的な方法で ある。

これは 『実践 的教育』の第二巻,「 力学」(Mechanicks)の 章 か らの引用 であ るが,エ ッ

ジワースはこの章 において,力 学をふ くめ,自 然科学や物理学の知識を子供た ちにいか に

効果的 に教え込むか,と いう問題 につ いて考察 し,こ の科 目にとって厄介な専門用語 は,

q6)Rossotti,xxiv-xxv.
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教本 を繰 り返 し読む よ りは,よ り自然な 「会話」の 中で用 いたほうが習得 しやす いと主張

して いる。 自然科学 に関す る教本を執筆す るにあた り,教 本 内で架空 の家族 に よる 「会話」

を通 して科学 の知 識 をひ ろめる方 法を採択 しよう と して いた ジ ョイスに と って,エ ッジ

ワースの ここでの主張 は自 らのや り方を正 当化す るためにぜ ひとも引用 してお きた い箇所

で あったのが明 らかで ある。

そ して奇 しくも,ジ ョイスが注 目したエ ッジワースの 「会話」(conversations)と い う

言葉 を自著の タイ トル に掲 げ ジ ョイス自身の教本 タイ トル には 「会話」で はな く 「対

話」(dialogues)と い う言葉が使われ た 同 じく自然科学 に関す る教本原稿を発表 しよ

うと して いたの は,実 はマーセ ッ トの ほうで あったのだ。明 白なの は,ジ ョイスの作品が

発表 され るよ りも前 に 『自然科学対話』の原稿が 出来上が って いたマーセ ッ トが,遅 くと

もジ ョイスの作品を読んだ時点で その序文を通 してエ ッジワースの 「実践的教育』の存在

を知 ったか,も しくは既 に知 って いたということで ある。 しか し,マ ーセ ッ トが後 に自著

の 「化学対話』で ジ ョイスの 「科学対話』 出版 に先立 って 同 じような教本を 自身 も手掛 け

て いた ことをわ ざわ ざ告 白 してい るこ とか ら,ジ ョイスの教本 を通 してエ ッジワースの

「実践 的教育』 を知 る ことにな った と考 えるのはむ しろ不 自然 である とい うことができる。

当時,『 実践 的教育』が イギ リスで も大変好評 を博 した教育論 と して名高か った こと。 さら

に,そ の数年前 に出版 され た 『学問を志す女性の ための書簡集』をマーセ ッ トが読んで い

た可能性が濃厚で あること。 そ して,何 よ り,ジ ョイスと同 じくエ ッジワー スが推奨 して

いた対話形式 を採択 して マーセ ッ トも教本を書 いたこと。 これ らの事実か ら,マ ーセ ッ ト

は自身が文筆家 とな る前 に 「実践的教育』を読み,か つ影響を受 けて いた と推測す るのが

もっとも自然で あろうと考え られ るので ある。

エ ッジワースの 「実践的教育』 は,幼 少期か ら思春期 までの子供 にどの ような教育が必

要で あるか,一 巻で は,乳 幼児 に与え る玩具の選別方法 に始 ま り,言 語習得,し つ け,良

書の見分 け方 まで,続 く二巻で は,文 法,文 学,力 学,化 学,数 学,経 済な ど,具 体的教

科 ジャ ンル ごとの項 目に分 けた上で,個 々の科 目につ いて その教育の必要性 につ いて主張

し,ま た実 際 には どの よ うな教育 を施 すべ きなの か実 践的方法 を提示 して いる。前述 の

ジ ョイスの引用 にあったように,科 学の教育 ジャンル における 「会話」の有効性 は,し か

しなが ら,科 学だ けに限 らず,「 実践的教育』全体 を通 して あ らゆ るジ ャンル において推

奨 されて いることは,こ の著書の1巻 の最後の章 において,教 育的視点か ら 「書物」 につ

いて論 じた箇所を読 めば歴然 とす るだ ろう。
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対 話 や劇,そ して よ く書 けた語 りは,子 供 た ちはいつで も上 手 に読 む。 そ して こう

いったもの は読みの技巧をみが く練習台 にす るべ きなので ある。ただ し,も し子供た

ちが読むの に疲れ た らす ぐにや めな くて はな らな い。 しか し注意深 い先生で あるな ら

ば,疲 労の頂点の前 に,や めさせ るときというものを心得て いるもので ある。聞 いた

話で は,あ る9歳 の男の子 は,特 に師匠 につ いて朗読法 を学んだ というわ けで もな い

の に,ち ょっとした感傷 的な文 や 『家庭 の夕べ』にある自然体 の対話 を,ま るで スター

ンの批評家が ス トップウォ ッチを押すのを忘れ るほど[流 暢 に]読 んだ ということで

ある⑰。

この部分 はまさ しく,書 物の 内容 よ りも,そ の 「語 り」(narrative)の あ り方が,新 しい

知識 を得 ようと して いる若者 にいか に影響を及 ぼすかを主張 して いる点で あ り,重 要で あ

る。エ ッジワースは,何 を教え るか という具体的な 内容で はな く,ど うや って教え るか と

いう方法 につ いて論 じて いるので あ り,こ の点 において,エ ッジワー スの主張 はその まま

マーセ ッ トの ジャンル を超え たすべての教本作成 に生か されて いると言え るので はな いだ

ろうか。

さて,エ ッジワー スの 『実践的教育』全般 において,し ば しば言及 され,ま た上記の引

用部分 にも登場 して いる教育書 『家庭の夕べ』(Eγε伽g5α'」%〃 観1792-95)に 関 して,こ

こで はマーセ ッ トへの影響 という観点か ら論 じて お くべ きで あろう。ユニ タ リアン思想家

で医師の ジ ョン ・エ イキンと著述家で詩人の アン ・バ ーボール ドという二人の姉弟 によっ

て著 され た 「家庭の夕べ』 は,18世 紀 の終わ りか ら19世 紀 全般 にわた る約1世 紀の間を通

して,自 然科学,法 学,文 学,道 徳 といった,人 間を と りま く自然 と社会の仕組み につ い

て10歳 前 後 までの子供 たちにわか りやす く説明す ることを 目的 と して書かれ,実 際 に多 く

の子供 たちに読み継がれ たす ぐれ た教本 と して今 日で も英国教育史の分野 にお いて定評の

ある書物で ある。ユニ ークなの はこの本の構成で,そ れ はまるで千夜一夜物語の ように,

一 話読み き りの物語
,詩,対 話問答集,そ して論述文 といったあらゆる形式の読み物が,

第 何 日目の何話 という形で配置 されて お り,こ れ らの話の掲載順序 はジャンル ごとに分 け

られ ることもな けれ ば,系 統だてて並べ られ ることもな く,読 者 はどこか ら読み始 めて も

⑰ 「実 践 的 教 育 』vol.1.295を 参 照 。 こ こ で ふ れ られ て い る 「ス タ ー ン」 と は,18世 紀 に 活 躍 し

た イ ギ リスの 作 家 ロ レ ン ス・ス ター ン(LaurenceSterne)の こ とで あ ろ う と推 測 され る。 ス トッ

プ ウ ォ ッチ の エ ピ ソー ドはス ター ンの 代 表 作 で あ る 『ト リス トラ ム ・シ ャ ンデ ィ」 の 第2章5節

で 言 及 され て い るギ ャ リッ ク(人 名)の 独 白が あ ま りに た どた ど し く,言 葉 につ ま るた び に ス トッ

プ ウ ォ ッチ で 独 白再 開 まで の 秒 数 を はか った とい う挿 話 に ちな ん だ もの で は な い か と思 わ れ る。
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良 いようにな って いる。 そ して また,こ の一見無秩序で行 き当た りばった りの様相を呈 し

て いる話の構成 と設定 に関 しては,教 本 の導入部 分 において きちん と説 明がな されてお

り,そ れ 自体 もまた話 の一部 とな っている とい う,教 本 と して はかな り手の込んだ 「物語」

作品 と して仕上が って いるので ある。

『家庭 の夕べ』 は,も と もと,と あ る村 の大邸宅 に居住す る大 家族,フ ェアボー ンー 家

(Fairborne-「 生 まれ」の良 い とい う意 味を もつ)の もとを訪れ る客たちが,こ の家の子

供 たちを楽 しませ るために,宿 泊の お礼 と して書 いた小話を紹介 した もので あるという体

裁 をとって いる。すなわ ち,客 たちの 「い く人か は書 くことに慣れて いて,子 供の年齢 と

理解度 にあわせ て童 話 や小話 や対話 を書 くの だ った」⑱。 こ うして書 きため られ た もの は

大切 に箱 に納 め られ,夜,年 齢の小 さい子供が箱の 中か ら一一枚抜 き出 して家族が集 まる居

間へ持 って行 き,年 齢の大 きな子供が それを読み上 げ,家 族で楽 しむ ことにな る。話が終

われ ばまた別の紙 を取 り出 して読み聞かせ,両 親が十分で あると思 うところまで(別 の言

葉 で言 い換 え るな ら,就 寝 時間 にな るまで という ことで あろ う)そ れ が繰 り返 され る。

フェアボー ンー家が所有す るこの お話の束(た ば)は 近所で も評判 とな り,一 般公開す る

ことが求 め られ,そ れが その まま本 に収録 されて いる,と いうのが,あ くまで も創作の域

で はあるがr家 庭の夕べ』 という書物の存在理 由とな って いる。構成の無秩序性 は,① 複

数の宿泊客が その場限 りで書 きつ けたものを,② 小 さい子供 たちが無選別 に取 り出 して居

間 に運 び,③ 寝 る時間が来 るまで読み続 けるという過程を経て必然的 にうまれた もので あ

るということにな って いるが,も ちろん これ は作者の作為的な プロ ッ トの一部で ある。そ

こまで してなぜ この無秩序性を正 当化す る必要が あるのか,と いう点 につ いて,た とえ ば

アイ リー ン ・ファイフェは,「 『家庭の夕べ』の著者 たちは子供た ちの注意を ひきつ けるた

めには話がバ ラエ ティに富んで いることが必要で あると固 く信 じて いた。子供た ちは面 白

いと感 じな けれ ば効果的 に学ぶ ことがな いと彼 らは思 って いたのだ」 と説明 して いる⑲。

興味深 いの は,フ ァイフェによれ ば,バ ーボール ドとエ イキン姉弟の この固 い信念が,

「後 の模倣者 たち,た とえば ジ ェレ ミア ・ジ ョイスの有名 な 『科学対話』が単独 の形式,

つ ま り通常 は対話か会話の形式を用 いて,一 冊の本の 中で 同 じ登場人物を一貫 して起用す

るこ とで持続性 を保 と うとした」の と対 照的で あ る点で ある⑫①。『科学 対話』の ジ ェレ ミ

ア ・ジ ョイスは前述 したとお り,マ ーセ ッ トの 『化学対話』 に僅差で先駆 けた科学の教本

㈱AikinandBarbauld,2.

qg)Fyfe,xxiv.

②①Ibid.
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で あるわ けだが,フ ァイフェの記述か ら,彼 もまた 『家庭の夕べ』 に影響を受 けた教本執

筆者の一人で あったことが うかがえ る。 しか しなが らジ ョイスは,文 体 に関 して は 「家庭

の夕べ』で しば しば採用 されて いる対話形式のみ を模倣 し,扱 うテーマ に関 して は科学の

み に始 終す る ことで教育 書 と して一貫性 を持 たせ ることに した のだ った。そ して また,

ジ ョイスに続 き,マ ーセ ッ トも,教 本執筆 に際 して は同 じ登場人物を繰 り返 し起用 し,対

話形式 を貫 いて いることか ら,『家庭 の夕べ』とは異な るスタイルの確立を 目指 して いた こ

とにな る。

とはいえ,『 家庭 の夕べ』の対象読者 は10歳 頃 まで の児童 であ り,よ って,扱 う教育 内

容 も初 歩的 な ものが ほ とん どであ った のに比べ る と,マ ーセ ッ トの対話教 本 シ リーズで

は,『 化学 対話』の序文 で示 されて いるよ うに 「読者 のみ なさんに 自然科学 の予備知 識が

あることが前提 とな って」 お り,さ らに上級学年向 けの読み物 と して企画 された。そのた

め,対 象読者の注意 をひきつ けるためにあえて様 々な ジャンル を混在 させ,一 見,無 秩序

とも思え る読み物 と しての教本を作 る必要 は,マ ーセ ッ トにはなか ったのか も しれな い。

しか しなが ら,こ の対象読者設定の裏 には,期 せず して先 を越 されて しまった ジ ョイスの

「科学対話』が設定 した読者層 と重 な らないよ うにす る必要 があ ったという,や むを得な い

事情 をマーセ ッ ト自身 が抱 えて いたこ ともあ った。その結果 として,r化 学 対話』 の出版

は,マ ーセ ッ トにとって,B夫 人,エ ミリー,そ して キャロラインという三人の女性た ち

による一連 の対話 教本 シ リー ズとい う⑫1),他の誰 の もの とも異な るマーセ ッ ト独 自のオ リ

ジナ リティを有 した作品群の ひな形 ともいえ るべ き礎 とな ったので ある。そ して 「経済学

対話』が 出版 された際 には,『 家庭の 夕べ』 の作者 の一人 であ るア ン ・バー ボール ドも自

身が これ を読み始 め,経 済学が 「女性の書 く新 しい題材」で あると思 って いる旨をエ ッジ

ワース宛ての書簡 に書 いて いることか ら,マ ーセ ッ トは間違 いな く19世 紀 英国 における児

童 ・青少年教育史の分野 において,バ ー ボール ド,エ ッジワー スとつなが る女性の教育論

者の系譜 に属す る人物 と して分類 して良 いと言え るだ ろう四。

「家庭の夕べ』の形式 こそ模倣 しない選択を したマーセ ットではあるが,1830年 以降,

すなわち対話教本シリーズの発表が一段落 して後,読 者対象を青少年から児童にかえて発

表された教本の数々においては,逆 に 『家庭の夕べ』やエ ッジワースの短編小話集のスタ

イルを意識 したような作品が多 くみ られるようになる。たとえば,労 働者階級に経済学を

⑳ ジ ョイ スの 教 本 で は登 場 人 物 には 男 性 が 混 ざ って いた 。

(22)Barbauld,178.
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普及 させ る目的で書かれ た 『ジ ョン ・ホプキンズ』で は,ジ ョンとその家族 という核 とな

る登場人物 は常連 と して存在す るものの,作 品全体 は以前の対話教本 シ リー ズの ように一

貫 して教師 と生徒の対話形式 をとることはな く,登 場人物 による 「会話」以外 に,地 の文

と して 「語 り」が配置 されて いる箇所が少な くな い。特 に 「家庭の夕べ』の枠組を想起 さ

せ るもの と して は 『ジ ョン ・ホプキンズ』の第3章 「三人の 巨人た ち」が あげられ よう。

ホプキ ンズ家 に一一晩の宿を求 めてや って きた旅人が宿代のかわ りに子供た ちに小話を披露

す るという形で始 まる動力源 と生産性向上の寓話 は,『家庭 の夕べ』の導入部分で紹介 され

て いる,フ ェアボーン家を訪れ る旅人が書 いた物語を残 され た家族が読む という物語設定

と酷似 してい る㈱。 これ は明 らか にマーセ ッ トが 「家庭の夕べ』を意識 した上 で書 いた と

いうことがで きるだ ろう。 また,『経済学対話』において は常 に理 性的で現実的な論調を く

ず さなか ったマーセ ッ トも,「 ホプキ ンズ』 では,経 済学 を寓話 として教 える ことを試 み,

それ はまるで 『経済学対話』の序文で紹介 して いたエ ッジワー スの 「サ クラ ンボの果樹 園」

や ミダス王の物語を今度 は自 ら作 る側 にまわ ろうと新 たに挑戦 して いた ととらえ ることも

で きる。 それ以 外 に も,エ ッジワースの個 々の道徳 的教訓物語 のスタイル は,『 ジ ョン ・

ホプキ ンズ』 だけでな く 「子供の ための物語集』な どといったマーセ ッ トの創作活動晩年

期 における,児 童 を対象 と した小話集 に踏襲 され ることにな る。

興味深 いことに,マ ーセ ッ トの作風 に転機が訪れ た頃 よ り10年 ほ ど前の1820年 代 なか ば

以降,マ ーセ ッ ト自身が確立 した対話教本 シ リー ズとまった く体裁を 同 じくす る数 々の類

似教本類が マーセ ッ ト以外の文筆家 によって書かれ,流 布 して い くようにな った。 これ ら

の教本類 は,登 場人物の名前 こそ変えて はいるものの,多 くの場合,博 学な既婚女性教諭

と10代 半 ばの 向学心 ある生徒 による対話形式の レッスンという枠組 も同様 に,タ イ トル に

して も扱 う科 目名を代替す るのみで あったため,マ ーセ ッ トに関 して書かれた唯一の伝記

の著者で あるポー キングホー ンで さえ も,類 似本の一部 に関 してマーセ ッ トが手掛 けた こ

とを疑わ なか ったというの は,あ る意味,皮 肉な ことで あろう。

ポーキ ングホー ン著 『た ぐい稀 なる女性』(肋 砺oo〃3〃20η吻 〃2朋,1993)の 巻 末 には,

生 前 マーセ ッ トが発表 した30数 冊 におよぶ作品を時系列 に配置 した表が添付 されてお り,

そ の系 統だ った作 品群 の紹介 は,マ ーセ ッ ト研究 者 に とって貴重 な資料 であ り続 けて き

た。 また,巻 末の表 に記 され たほぼすべての作品 に関 して は,本 文 中にお いて,彼 女の生

前の伝記的エ ピソー ドに関連 して,そ れぞれが,彼 女の人生 において どの時点で どの よう

⑳ 小話 「三人の巨人たち」に関する論は拙論 『ジェイン・マーセットの小説教本 『経済学に対す

るジョン・ホプキンズの見解」(1833)一 その物語性とイデオロギー』(2008)に おいて詳細を論

じている。
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な 意図 をもって書かれ たもので あるか につ いて簡単な説明がな されて いることも,こ の表

の信 ぴ ょう性 を高 めることに少なか らず貢献 して きた。 しか しなが ら,こ の表で ポーキ ン

グホー ンの挙 げて いるうちの数冊 少な くとも『植物学対話』(ConversationsonBotanyby

SarahMaryFittonandElizabethFitton,1817),『 鉱 物学対話』(ConversationsonMin-

eralogybyDelvalleLowry,1822),そ して 『年代 学対 話』(ConversationsonChronology

byEdwardJesse,1837)に 関 しては,明 らか にマーセ ッ トで はな く別の著者が存在 して い

ることが判明 して いる⑳。 これ らの うち,た とえば フィッ トン姉妹 によ る「植物学対話』は,

序 文 においてエ ッジワースの 『学問を志す女性の ための書簡集』 にある化学への関心を肯

定す る一文 を引用 した上で,そ の 内容 はその まま植物学 にも応用で きるという前提の もと

に,こ の教本の タイ トルが実 は 「あの賞賛 され るべ き 『化学対話』 にちなんで いるという

ことか ら,こ の本 の著者 についてふれてお くことは必 要であ ろう」と前置 き して いる㈱。作

者の名前 も出版 当時 には明か さず,エ ッジワー スへの言及 に続 いて 『化学対話』への傾倒

を明言 して いる以上,こ の教本が マーセ ッ トの作品で あるとと らえて も致 し方な い側面 も

あったといえ るのか も しれな い。加えて,そ の本文で は,日 常会話 と して さ りげな く,し

か しか な りの詳細 にわ たって リンネの植物学を母が息子 に講義す る形式を とってお り,イ

ラス トにも多 くの草花の写実絵画が挿入 されて完成度の高 い教本 と して仕上が って いる。

これ に続 き,『 鉱物学対 話』で も再 びその作者,デ ル ヴ ァル ・ロウ リーが序文 において,

「化学 対話』の対話形式 が教育的 に有効 であ るが ゆえに何 度 も版 を重 ね,同 じ著者 が 「経

済学対話』や 『自然科学対話』 も続 けて 出版 して いること,さ らに前述の 「植物学対話』

や 「幾何学対話』⑳ もこの例 にな らっているとい う当時 の状況 を説 明 しなが ら,自 身の教本

の模倣行為 を正 当化 して いる(271。ま た,ポ ーキ ングホー ン著の伝記 に掲載 は されなか った

ものの,フ ィッ トン姉妹 の 「植物学対話』と同年 に出版 され た 「地質学対話』(Conversations

onGeologybyGranvillePenn,1828)で も同様 に,地 質学 を学 びた い者 には 「人気 の高

い 「対話』形式で その学問を紹介す ること」を 「別段 ことわ る必要 もな いと思 って もらえ

ることで あろう」 としている⑳。『地質学対話』はエ ドワー ドとク リスティナという姉弟 に

⑳ こ こで 挙 げて い る もの 以 外 で も,た と え ば作 者 不 詳 の 『自然 と芸術 の 会 話 」(Conversationson

NatureandArt,1837)は,題 材 と して は マ ー セ ッ トが 扱 う可 能 性 の あ る 自然 科 学 を テ ー マ と して

い る部 分 も あ るが,指 南 役 の 教 諭F夫 人 は生 徒 の ヘ ン リエ ッ タ,フ レデ リ ックの 叔 母 で あ り,エ

ス ター と メ ア リー の 母 親 で もあ る と い う設 定 で あ り,こ れ ま で の マ ー セ ッ トの 作 風 とは 一 線 を 画

す 内 容 とな って い る。 マ ー セ ッ トの 対 話 教 本 シ リー ズで 見 られ た よ うな 序 章 で の 説 明 書 き も存 在

しな いた め,こ の 作 品 が マ ー セ ッ ト著 で あ る可 能 性 は低 い と考 え て よい だ ろ う。

(29Fitton,vi-vii.

(6)ConversationsonAlgebraは ウ ィ リア ム ・コ ウ ル に よ って1818年 に発 表 さ れ て い る。

⑳Lowry,iii-iv.

(28)Penn,v.
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母親で あるR夫 人が教授す る形式 をとって いるが,レ ッスンを始 めることにな った経緯 と

して,マ ーセ ッ トの教本を引 き合 いに して いる親子の対話が描かれ る。

エ ドワー ド

こういった興味深 い題材[地 質学 につ いて]を とて も知 りた くは思 うけれ ど,理 解

で きるのか どうか,自 信がな いな あ。 あの楽 しい 『化学対話』の ような簡単な地質

学の本 はな いのかな,あ れな らぼ くで も難な く読む ことがで きたのだ けど。

R夫 人

私の知る限 り,そ のような本は地質学についてはないですね。地質学というのはま

だ新 しい科学の学問です し,特 に人気のある作家 もまだ出てはいないのです。で

も,あ なたがそれほど勉強 したいというのだったら,本 な しでやってみたらどうで

しょう?私 は地質学の原理 と議論に関する知識を学ぶ機会 に恵まれていました

し,喜 んであなたに教えてあげますよ⑳。

経済学の講義がまだ新 しかった頃に,そ の講義を女性であるがゆえに聴講できないという

キャロラインに対 し,「この分野の勉学がさかんに議論されるような環境に長 らく身をお

いてきた」というB夫 人がその知識を授けるために対話形式で開始する 「経済学対話』冒

頭部分と,対 して変わ らないお膳立てが,こ の類似教本にもみられるのである⑳。

マーセットの対話教本シリーズがこうして後続の教本執筆家たちの類似教本作成に利用

されたことを,マ ーセ ット自身はどうとらえていたのだろうか。1830年 代に入って,こ の

教本作家の 「大家」が,対 象読者を青少年か ら児童へとうつ し,お な じみのB夫 人やキャ

ロラインが登場する 「対話教本」シリーズか ら身を引いて しまったことと,類 似本の普及

に因果関係がまったくないとは言えないかもしれない。 しか しながら,類 似教本の存在は

それ自体,意 義がなかったとは必ず しも言えないだろう。というのも,類 似本が出まわる

ことはすなわち,マ ーセ ットのうち立てた教本シリーズの形式およびスタイルが一般読者

にとって歓迎される内容であり,つ まり,教 育的効果があることの何よりの証であったと

いえるか らである。加えて,功 利的な側面か らも,マ ーセ ット自身の出版物自体が類似本

の流布によってその売れ行きのさらなる上昇をみたことも事実であった。実際,マ ーセ ッ

 (29) 
(30)

Ibid., 4. 

Marcet, 15.
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トの教 本を 出版 して いた ロングマ ンは,1805年 に彼女 の 『化 学対話』1,000部 を 印刷 した

が,1820年 代 にはそれ は二 つの版 でそれぞ れ2,000部 の 増刷 にな った とい う。 マーセ ッ ト

の確立 したこの対話教本 スタイルの好調な売れ行 きを出版社 ロングマ ンが見逃す はず はな

く,前 述の 「植物学対話』や 「鉱物学対話』 も含 めて,い わ ゆる 「対話 による科学教本 シ

リーズ」(マ ーセ ッ トの作 品群 のみな らず,"Conversationson"で 始 まる多 くの類似教本

を含む)の 多 くが,そ の後 ロングマンか ら出版 され,そ こで版を重ね ることにな ったので

あった⑳。

イギ リス経済学史の分野においては,19世 紀にその学問の大衆化に貢献 した最初の教本

『経済学対話』の著者 として知 られるにとどまっていたジェイン ・マーセットであるが,

実のところ,「経済学対話』を含めた彼女の対話教本全般に共通 しているスタイルの確立に

は,エ ッジワース父娘,バ ーボール ドとエイキン姉弟を含む,当 時の児童 ・青少年のため

の科学教本や物語,そ して教育論に負うところが大きかった。そ してまた,当 然の成 り行

きとして,今 度はマーセ ットのうみだ した教本に影響を受けた後続の執筆者たちは,彼 女

の作品の特に枠組を模倣 したのであった。そして,彼 らの類似本の普及がすなわち19世紀

前半の科学教本の興隆につながっていったのである。このような点から考慮 して,マ ー

セットは19世 紀前半 に英国で活躍 した異なる学問分野における教本作家であるだけでな

く,当 時の児童 ・青少年教本のあるべきひな形を提示 し,教 育史の潮流の中で大きく貢献

した人物といえるかもしれない。
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